
　前橋市の歴史文化遺産を
活用した地域づくりの担い手
となる「前橋学市民学芸員 」
養成講座（第１期 ）を11月ま
で開催中。このコーナーで
は、既に開催された講座内容
の一部を紹介します。第２期
は来年１月に開校予定。詳細
は決まり次第お知らせします。

　
楫
取
素
彦
を
一
言
で
言
え
ば
「
幕
末
維

新
の
志
士
か
ら
名
県
令
、
そ
し
て
前
橋
市

の
恩
人
」
と
い
え
ま
す
。
楫
取
は
文
政
12

年
（
１
８
２
９
）
長
州
（
山
口
県
）
萩
の

藩
医
松
島
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
12
歳
で
儒
者
・
小
田
村
家
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
。
通
称
は
伊
之
助
で
、
藩
校
・

明
倫
館
で
教
え
る
と
と
も
に
、
吉
田
松
蔭

に
信
頼
さ
れ
、
松
下
村
塾
の
後
事
を
託
さ

れ
ま
し
た
。

　
幕
末
維
新
の
国
事
に
藩
主
・
毛
利
敬
親

の
懐
刀
と
し
て
奔
走
。
九
州
大
宰
府
で
坂

本
龍
馬
と
出
会
い
、
薩
長
同
盟
へ
の
道
を

開
き
ま
し
た
。

　
明
治
新
政
府
の
「
参
与
」
と
な
り
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
免
官
し
帰
郷
。
そ
の
後
再

び
新
政
府
に
仕
え
、
足あ
し
が
ら柄
県
参
事
・
熊
谷

県
権ご
ん
れ
い令
・
熊
谷
県
令
を
経
て
、
明
治
９
年

第
二
次
群
馬
県
初
代
県
令
（
知
事
）
と
な

　
平
成
27
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃

ゆ
」。
こ
の
ド
ラ
マ
は
、吉
田
松
陰
の
妹
で
、

初
代
群
馬
県
令
・
楫か

と
り
も
と
ひ
こ

取
素
彦
の
妻
と
な
る

文ふ
み
が
主
人
公
で
す
。

■ 「
花
燃
ゆ
」
推
進
協
議
会
を
設
立

　

６
月
29
日
、
ぐ
ん
ま
「
花
燃
ゆ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
本
市
長
を
会
長
に
、
県
・
市

町
村
、
関
係
団
体
な
ど
官
民
一
体
と
な
っ

た
協
議
会
で
す
。
文
や
楫
取
素
彦
な
ど
先

人
の
功
績
を
周
知
し
、
群
馬
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
。
誘
客
宣
伝
活
動
を
と
お
し
て

前
橋
市
を
Ｐ
R
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

記
念
講
演
・
鼎て

い
だ
ん談
を
開
催

　
同
協
議
会
の
設
立
を
記
念
し
て
、
６
月

29
日
に
記
念
講
演
と
記
念
鼎
談
を
開
催
。

「
花
燃
ゆ
」
制
作
統
括
・
土
屋
勝
裕
さ
ん
が

制
作
秘
話
を
講
演
し
ま
し
た
。

◦ 

土
屋
さ
ん
が
語
る
制
作
秘
話
（
講
演
よ

り
）

　
時
代
劇
は
歴
史
に
詳
し
く
な
い
人
に
と

っ
て
は
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
歴
史
に
名
を
残
し
て
い
な
い
普

通
の
人
で
あ
る
文
の
目
か
ら
時
代
を
見
て

　
ぐ
ん
ま
「
花
燃
ゆ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ

　
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
は
、
２
種
類
。
い
ず
れ
も
、
花

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。「
文

と
素
彦
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
、
夫

婦
で
力
を
合
わ
せ
て
群
馬
の
近
代
化
に
尽

力
し
た
姿
を
表
現
。
活
版
印
刷
が
普
及
し
始

め
た
時
代
背
景
を
思
わ
せ
る
文
字
の
ざ
ら

つ
い
た
質
感
が
温
か
み
の
あ
る
風
合
い
を

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

可
読
性
の
高
い
明
朝
体
を
採
用
。
縦
書
き
と

横
書
き
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

◦
梅
結
び
に
「
至
誠
の
人　
文
と
素
彦
」

　
縁
を
結
ぶ
な
ど
の
意
味
を
も
つ
梅
結
び

で
、
文
と
素
彦
の
絆
を
表
現
。
真
心
や
誠

実
な
ど
の
意
味
を
持
つ
「
至
誠
」
で
、
楫

取
素
彦
の
生
き
ざ
ま
や
人
物
像
、
吉
田
松

陰
と
の
精
神
的
な
つ
な
が
り
を
表
し
て
い

ま
す
。

◦
モ
ッ
コ
ウ
バ
ラ
に
「
文
と
素
彦  

絹
物
語
」

　
モ
ッ
コ
ウ
バ
ラ
の
花
言
葉
は
、「
純
潔
」。

「
幼
い
頃
の
幸
せ
な
時
間
」
と
い
う
意
味
も

あ
り
、
家
族
愛
を
描
く
ド
ラ
マ
の
イ
メ
ー

ジ
を
表
現
。「
絹
物
語
」
は
、
楫
取
素
彦
が

尽
力
し
た
絹
産
業
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

■
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、「
時
代
を
拓
い
た

二
人
。」
と
「
愛
つ
む
ぐ
風
の
ま
ち
。」
の

２
つ
。ロ
ゴ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
効
果
を
高
め
ま
す
。

■
企
業
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す

　
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
申

請
を
す
る
と
、
企
業
な
ど
も
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
規
約
や
申

請
方
法
は
観
光
課
（
☎
０
２
７
―
２
１
０

―
２
１
８
９
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
く
流
れ
に
し
て
、
歴
史
に
詳
し
く
な
い

視
聴
者
も
文
と
一
緒
に
歴
史
を
理
解
し
て

い
く
ス
タ
イ
ル
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
を
主
人
公
と
す
る
こ
と
で
、

文
の
生
ま
れ
た
杉
家
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
、

松
下
村
塾
の
若
い
塾
生
た
ち
に
よ
る
学
園

ド
ラ
マ
、
毛
利
家
の
大
奥
で
仕
え
る
キ
ャ

リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
ド
ラ
マ
、
そ
し
て
新
し

い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く
男
と
の
恋
愛
ド

ラ
マ
な
ど
、
一
本
の
大
河
ド
ラ
マ
で
４
度

お
い
し
い
作
品
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦ 

記
念
鼎
談

　
楫
取
家
第
５
代
当
主
・
楫
取
能
彦
さ
ん
、

県
立
女
子
大
学
長
・
濱
口
富
士
雄
さ
ん
、

前
橋
市
歴
史
文
化
遺
産
活
用
室
長
・
手
島

仁
が
、「
伝
記
か
ら
み
た
楫
取
素
彦
、
寿
子
、

文
」
と
題
し
て
鼎
談
し
ま
し
た
。「
吉
田
松

陰
の
教
育
を
群
馬
県
で
実
践
し
た
」（
楫
取

さ
ん
）、「
功
徳
碑
か
ら
県
民
が
楫
取
に
感
謝

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」（
濱
口
さ
ん
）、

「
群
馬
県
令
と
し
て
10
年
間
、
県
民
の
慈

父
・
悲
母
の
よ
う
に
あ
り
続
け
た
」（
手
島
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
楫
取
素
彦
の
功
績
を
た
た

え
て
い
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
熊
谷
県
は
埼
玉
県
と
群
馬
県

を
合
わ
せ
た
大
き
な
県
で
、
養
蚕
・
製
糸

業
が
盛
ん
な
う
え
、狭
山
茶
の
産
地
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
人
々
の
人
情
が
反
骨

的
で
治
め
る
こ
と
が
難
し
い
「
難
治
の
県
」

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
国
家
財
政

の
基
盤
を
確
立
す
る
地
租
改
正
事
業
を
行

う
た
め
に
は
、
明
治
政
府
と
し
て
は
相
当

の
人
物
を
県
令
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
、
楫
取
が
熊
谷
県
令
に
な

っ
た
理
由
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
育

に
も
力
を
入
れ
、
義
務
教
育
を
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
当
時
の
県
民
を
説
得
。
有
力

者
に
は
資
金
を
出
さ
せ
小
学
校
を
建
設
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
就
学
率
は
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
り
、「
西
の
岡
山
、
東
の

群
馬
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
任
期
間
は
熊
谷
県
時
代
を
含
め
10
年
。

本
県
の
基
礎
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。

問い合わせは
文化国際課  ☎027-898-6992
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横書き 横書き

最新情報はウェブで

　ぐんま「花燃ゆ」プロジェクト推
進協議会のホームページと公式フェ
イスブックページができま
した。ぜひ、ご覧ください。
▪ホームページ
http://www.gunma-hanamoyu.
com/
▪公式フェイスブックページ
https : / /www. facebook .com/
gmhanamoyu

制作秘話を講演する土屋
さん

記念鼎談する楫取さん（左）、濱口さん（中央）、
手島
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